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議会広報広聴特別委員会会議録

１．日 時 平成２６年１１月２１日（金）午後３時３０分開議

２．場 所 議長応接室

３．出席委員 委 員 長 松 野 豊

副委員長 笠 原 久 恵

委 員 菅 野 浩 考

〃 加 藤 啓 子

〃 斉 藤 真 理

〃 阿 部 治 正

〃 松 田 浩 三

〃 藤 井 俊 行

〃 小 田 桐 仙

〃 伊 藤 實

４．欠席委員 委 員 坂 巻 忠 志

５．地方自治法第１０５条による議長の出席

海 老 原 功 一

６．出席事務局員

次 長 補 佐 浅 水 透（兼庶務係長）

主 事 大 竹 優 子

７．協議事項

（１）前回の振り返りについて

（２）フェイスブックページに掲載する議案の選定について
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開会 午後 ３時３０分

松野豊委員長 ただいまより議会広報広聴特別委員会を開催します。

出席人数は10名であります。よって、定足数に達しておりますので、会議は成立していることを

お知らせいたします。

委員からパソコンの持ち込みの申し入れがありましたので、委員長においてこれを許可いたしま

した。

本日の議題は、お手元に配付の次第書に沿って進めたいと思います。

（１）前回の振り返りについて、それから（２）フェイスブックページに掲載する議案の選定に

ついてであります。議案の一覧を皆さんお持ちいただくことになっていますが、大丈夫でしょうか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 前回の振り返りから行きます。別紙１をごらんください。平成26年11月10日に開催を

いたしました。議題は別紙１に記載されているとおりです。③フェイスブックページに議案を掲載

し、コメントを募ることについて。ガイドラインについて。フェイスブックガイドライン及びツイ

ッターガイドラインの発信内容の項目が、従来の投稿内容を基準としていたため異なったものであ

ったが、同年９月にフェイスブックページをリニューアルしたことに伴い、発信内容、情報を発信

する内容という意味ですね、発信内容をツイッターガイドラインと同様に改正することと決定した。

具体的には何を追加したのでしたか。

事務局、浅水次長補佐。

浅水議会事務局次長補佐（兼庶務係長） 事務局、浅水です。

具体的には確か視察の日程ですね。

松野豊委員長 今まではツイッターだけだったのだけれども、フェイスブックでも同様にするという

ことで決定しました。

それから、議案を掲載し、コメントを募ることについて。フェイスブックページ上に議案を掲載

し、市民からのコメントを募るかどうかの協議を行いました。協議の結果、議会広報広聴特別委員

会において掲載する議案を選定し、意見を募集して、集まった意見は紙媒体で各会派に配付並びに

ホームページに公開することを試みとして行うことが決定しました。作業に当たり、パスワード等

の関係から画面上への掲載は議会事務局が行うこととし、それ以外にかかる一切の手続は委員が行

うことと決定しました。なお、今回については、委員長がその作業を担うことになりました。また、

決定内容について、議長及び議会運営委員会委員長に報告することになりました。これ実際報告を

事務局のほうでしていただいていまして、議長と議会運営委員会の委員長も了承をいただいており

ます。

④番、流山市議会だよりについて。平成27年２月15日発行の流山市議会だより第150号の１面に

掲載する内容について。裏面です。１面に掲載する特集記事について、総務常任委員会で検討中の
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視察の件やアプリコンテストの件などが掲載案として出されたが、上程される議案等も対象に加え

て協議した上で決定することとし、次回編集会議の際に再度議論することになった。これは編集会

議は、後でまた広報しますけれども、週明け、11月25日の１時半から委員会予定していますので、

そのときに特集ページ、クローズアップページを何にするかというのは、皆さんで協議して決めた

いと思います。

委員会の審査状況の記事の書き方について。８月及び11月発行の流山市議会だより編集会議の際

に、議員から提案されていた委員会の審査状況の記事の書き方について、事務局より説明を行った。

委員会の審査状況の記事に、本会議場での発言（討論）を盛り込むことについては、編集日程の

関係等から実施が難しいことが確認された。ただ、先議案については、日程上対応が可能であるこ

とから、今後引き続き議論することとなった。その他、提案のあった、委員会報告完成前にどの議

題を議会だよりに掲載するか委員に伝えることについてや特定の委員会のみ掲載することについて

は、紙面の割りつけ構成を含め、委員会審査状況の記事のあり方を議論する必要があることから、

申し送り事項として来期に引き継ぐ案や今期委員会で試行的に行う案が出され、今後引き続き議論

することとなった。

⑤その他、次回委員会開催日、今日ですね、３時半から４時半となっていますが、なるべく早く

終わらせたいと思います。フェイスブックに掲載する議案の選定。それから、週明けの11月25日火

曜日１時半からは流山市議会だよりの第150号の編集会議と今日絞っていただいた議案を実際にフ

ェイスブックで載せたらこんな体裁になりますというものを私のほうが週末につくり込みをします

ので、そのデモページの確認。

それから、③12月１日月曜日10時からはアプリコンテストの審査。これは行政改革推進課も同席

します。同日の１時から第10回議会報告会の振り返り。各班の班長もオブザーバーとして出席をい

ただきます。

その後の12月４日木曜日の一般質問終了後に、フェイスブックに載せた議案に対してコメントが

来るようだったら開催します。集まったコメントを確認するという作業をします。

以上でございますが、前回の振り返りについて、何か御意見、御質疑等ございますでしょうか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 よろしいですか。

松田委員。

松田浩三委員 この次の議会だよりが、委員長の言葉では市議会だよりと発言されていましたが、市

議会だよりでそれが実現するのでしょうか。それの合意形成がとられている。

松野豊委員長 合意形成していないです。

松田委員。

松田浩三委員 していないですよね。
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松野豊委員長 議論の中では第150号が切りがいいから、第150号から流山市議会だよりに変えようよ

という意見は出ていたのですけれども、多分それを今松田委員おっしゃるように、みんなでではそ

れでいいですねみたいなこと、合意形成というか最終的な結論を出していないのですね。これどう

しますか。今日でもいいですし、会派に持ち帰ってもう一回再度確認したいという委員がいれば、

来週の25日の編集会議のときに、皆さんに意見、最終的な意見まとめるという感じ、後者のほうで

いいですか。

〔「後者でいいです」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 後者でいい。では、週末３連休ではありますけれども、皆さん、今日とか週末に会派

に属している方はほかの議員さんの意見も伺って、会派としての結論を出して臨んでいただければ。

伊藤委員、どうぞ。

伊藤實委員 変えることは、私はやぶさかではないのですけれども、あのロゴそのものが公募で決ま

ったロゴだから。

〔「それ違う」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 伊藤委員、それは前の委員会で話ししたのですけれども、「今変わる」は公募で決め

ているのだけれども、流山議会だよりのあの題字は、確認したのです。確認したら、何でしたか、

忘れてしまった。

〔「公募ではなかった」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 公募ではなかった。公募でなくて何か理由があったのだけれども、ちょっと忘れてし

まったけれども、公募ではなかったです。

伊藤委員。

伊藤實委員 では、いずれにしてもいいのだけれども、あのロゴそのものが標準ロゴではないから、

独特の字体を使っているので、同じロゴに合わせるほうが無理だと思いますよ。

松野豊委員長 新しくロゴを変えましょうという議論でもいいと思うのですけれども、その辺も確か

に御指摘のとおり、その辺のことも踏まえた上で皆さん、各会派に持って帰っていただいて、25日

に結論持ってきてもらえればと思います。

ほか何かありますか。大丈夫ですか。

藤井委員。

藤井俊行委員 取るに足らないことですけれども、１時という表記と13時という表記がある。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 ②のほうを13時半からというふうに。

〔「①も３時半から４時半」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 事務局、浅水次長補佐。

浅水議会事務局次長補佐（兼庶務係長） 済みません。公用文上は実は13時とか24時表示ではなくて
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12時表示なので、そのように直します。

松野豊委員長 ④をでは１時から。

事務局、浅水次長補佐。

浅水議会事務局次長補佐（兼庶務係長） 午前、午後をきちんと今度は表記させます。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 午後１時から。では、それは変えてもう一回、委員の方には25日に配付してもらって

もいいし、メールで皆さんに送っていただいてもいいし、その辺はお任せします。午前、午後は入

れる。

事務局、浅水次長補佐。

浅水議会事務局次長補佐（兼庶務係長） もちろん午前、午後を書くべきだったのです。申しわけご

ざいません。

松野豊委員長 あと、議案書、皆さん持っているのでしたか。持っていない。

〔「持っています」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では、どうしようか。

暫時休憩します。

休憩 午後 ３時４２分

再開 午後 ３時４４分

松野豊委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。

フェイスブックに載せる議案を選定する会議というか協議をしたいと思います。上からやってい

く感じでいいですか、順に。

小田桐委員。

小田桐仙委員 というか、基本的にこの前言っていた市民生活に影響するものだとか、あとは請願・

陳情も含めているわけだし、行政がパブリックコメントをやって、今回火災予防の条例改正あるけ

れども、反応が全くないというものを載せても仕方がないわけだから、その辺を抽出する必要があ

るのと、あと指定管理者を変に載せてしまうと。

松野豊委員長 もう今決まっているものはね。

小田桐委員。

小田桐仙委員 これから議案で指定管理者は認めるのだけれども、指定管理者自身も利害関係があっ

たり、要するに批判、いろいろ誹謗中傷の的にさらすようなことは余りよろしくないだろうと思っ

ているので、そんないっぱいある中で絞り込むわけではないのではないかな。

松野豊委員長 その辺の基準を加味しながら一個一個上からやっていく感じでいいですか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕
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松野豊委員長 まず、だから議案第73号「平成26年度流山市一般会計補正予算（第５号）」、これどう

しましょう。

藤井委員。

藤井俊行委員 この辺の補正予算はボリュームがあるので、補正予算は全部カットでいいのではない

ですか。

松野豊委員長 補正予算、でも中身によるのだよ。

小田桐委員。

小田桐仙委員 見せ方が難しいですよ。

松野豊委員長 これをこのままばあんとリンクして意見募集しますは乱暴過ぎると思うのだけれど

も。僕もこれ中身精査していないからわからないけれども、多分補正したところのメーンの……。

藤井委員。

藤井俊行委員 介護保険料が変わるとか、そういう部分では。

松野豊委員長 小田桐委員。

小田桐仙委員 介護保険料は今回変わらないから、後期高齢者の計画だから、議案ではないのであれ

なのだけれども。例えば僕から言うと請願・陳情から１件か２件か選んで、あと職員人件費とか特

別職の人件費とか議員の報酬等の改定もあるので、それを載せると。それは市民知らないので、そ

ういうものを聞いてみるというのは、議員のものは誰も聞いていないから、議員のものは聞くこと

が必要ないのではないかなと思うけれども。

松野豊委員長 補正は外しましょうか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では、第73号は外す。事務局、ちょっと記録しておいて。

次、議案第74号「流山市情報公開条例の一部を改正する条例の制定について」、これ中身何でし

たか。一部改正、公開条例の一部改正、事務局わからないか、議事係ではないからわからないか。

小田桐委員。

小田桐仙委員 上位法との関係ではないの。

松野豊委員長 一部を改定する。第２条２項を。

小田桐委員。

小田桐仙委員 法律の改定に伴う条例改正。

松野豊委員長 そうだね、上位法の改定による言い方の文言を変えるというだけだから要らないね。

これ外しましょう。要らない。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 次、議案第75号「流山市職員旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について」。

これも言い方、「職員」を「市職員」に変える。
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小田桐委員。

小田桐仙委員 議案の名前自身変えられないから。

松野豊委員長 これも要らないね。

浅水次長補佐。

浅水議会事務局次長補佐（兼庶務係長） よろしいですか。事務局、浅水です。これは新たに採用さ

れた職員で、赴任旅費を支給する範囲を市の要請により国家公務員等から引き続いて市の職員とな

った者、要は国の今の財政部長とかということですけれども、国のほうの赴任手当とか、そういう

ものが出てくるので、その関係の整理になるものです。だから、赴任手当を支給される新規採用の

職員ということで国家公務員であるとか他の地方公共団体の職員だとか、それがもう向こうの手当

の条件を引き継ぐという範囲を規定するものなので、余り意見にはなじまない。制度間のわたりと

いうか、その辺の関係なので。

松野豊委員長 では、外して、これもない。

斉藤委員。

斉藤真理委員 一個一個やってもいいのだけれども、全然意味があるわけではないので、今日の「広

報ながれやま」にパブリックコメントの結果がまとまりましたというものが出ていたのです。この

中で議案に上がっているもので選ぶというのも一つかなと。

松野豊委員長 そうですね。一個ずつやりましょう。

議案第76号「流山市手数料条例の一部を改正する条例の制定について」。

小田桐委員。

小田桐仙委員 難しいよ。要らないのではない。

松野豊委員長 これ要らない。議案第77号は補正予算だから、補正予算の補正ポイント何なのだろう

な。ここにもよるのだよな。だけれども、介護保険料を上げるとか、そういうことだったら載せた

ほうがいいけれども、そういうことではないので。

小田桐委員。

小田桐仙委員 いや、わからないですよ、補正予算は、見て。介護保険料を変えるときは条例改正が

あるから。

松野豊委員長 では、これもなしだ。

議案第78号「流山市福祉会館の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」。

小田桐委員。

小田桐仙委員 これ思井の福祉会館、指定管理者でしょう。

松野豊委員長 では、これなしか。

小田桐委員。
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小田桐仙委員 やめたほうがいい。入札絡むから。

松野豊委員長 議案第79号「流山市地域包括支援センターの職員に係る基準等を定める条例の制定に

ついて」、中身見てこなかった。

浅水次長補佐。

浅水議会事務局次長補佐（兼庶務係長） 事務局です。よろしいでしょうか。議案第79号と議案第80号

につきましては、第３次一括法という法律ができた関係で市町村で独自にその規定を、国のほうで

はなくて、それぞれの地方がやれということで今回条例を制定することになります。

松野豊委員長 上位法改定による……。

浅水次長補佐。

浅水議会事務局次長補佐（兼庶務係長） 改定によるというか、上位法から市に投げられたというこ

とです、その基準を。だから、市が今度は条例でここに書いてある地域包括支援センターですとか

指定介護予防支援に係る事業所の人数等についての基準を設けるというものです。

以上です。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 小田桐委員。

小田桐仙委員 一件一件やりたいのはやまやまなのですが、ずばっと議案第83号「流山市いじめ防止

対策推進条例の制定について」がまず１点。あと……。

〔「文化、芸術」と呼ぶ者あり〕

小田桐仙委員 パブリックコメントはやっているけれども、議案第84号「流山市文化芸術振興条例の

制定について」。

松野豊委員長 上げたいものを挙げてもらうか。それで、それを整理しようか。

小田桐委員。

小田桐仙委員 それと、市議会議員の報酬改定。

松野豊委員長 何号になるのでしたか。

小田桐委員。

小田桐仙委員 これはこの中には入っていない。代表者会議で説明されているから、どういう中身が

あるかわからないけれども、そういう中身とか。

松野豊委員長 それは議案なのですか。

〔「議案」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 議案でまだ上がってきていないのか。そうだ。

小田桐委員。

小田桐仙委員 代表者会議で説明がされただけなのです。

〔「追加議案」と呼ぶ者あり〕
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松野豊委員長 どういう段取りになっているのでしたか。持ち帰りになったでしょう。

小田桐委員。

小田桐仙委員 行政提案になった。

松野豊委員長 行政提案になった。だから、追加議案で上がってくる。

小田桐委員。

小田桐仙委員 そうそう。それは時期的なものがあるからわからないけれども。

松野豊委員長 追加議案で上がり次第上げましょうということなのですね。

小田桐委員。

小田桐仙委員 その条例、議案３件は３つと、陳情・請願で言うと、陳情第17号「子どもの甲状腺エ

コー検査費用の助成を求める陳情書」と陳情第18号「大型店舗（南流山70街区商業施設）開店に伴

う学校周辺環境の安全確保についての陳情書」、この５つを私、提案しましょう。

松野豊委員長 笠原委員。

笠原久恵委員 報酬については議員だけですか。職員でなく議員だけ。

松野豊委員長 小田桐委員。

小田桐仙委員 職員でなくて。特別職でもいいと思うよ。今条例や議案があれば。

松野豊委員長 あと、斉藤委員の何でしたか。どれでしたか。

斉藤委員。

斉藤真理委員 私はやはりパブリックコメントとった中で今回……。

松野豊委員長 何号ですか、それで言うと。

斉藤委員。

斉藤真理委員 議案第83号「流山市いじめ防止対策推進条例の制定について」。

松野豊委員長 今小田桐委員から出た。

斉藤委員。

斉藤真理委員 議案第84号「流山市文化芸術振興条例の制定について」でしょう。あと、男女共同参

画プラン……。

〔「今回ではない」と呼ぶ者あり〕

斉藤真理委員 議案ではないか。この２つかな。

松野豊委員長 あと、ほかの委員さんで、これはという議案は。

阿部委員、どうぞ。

阿部治正委員 いいですか。議案第81号「流山市児童発達支援センターの設置及び管理に関する条例

の制定について」。これはやはり新しい政策ということで、流山市民全体に直接かかわる問題では

ないけれども、この問題にかなり関心を持っていらっしゃる人はいるので、数は少ないとはいえ大

事な政策です。これ児童福祉法とか障害者自立支援法の改正を踏まえて出てきた新しい施策なので
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すよね。

松野豊委員長 あと、議案第96号「流山市消防団条例の一部を改正する条例の制定について」は。

小田桐委員。

小田桐仙委員 おもしろいと思うけれども、聞いても。

松野豊委員長 条例の制定だからね。意見が来るかどうかは別として。

小田桐委員。

小田桐仙委員 ４本だから、だから請願・陳情も載せておかないとまずいなと思って。

松野豊委員長 あと、ほかに委員でこれどうですかというもの。

阿部委員。

阿部治正委員 枠があるのだったら、私が言ったのは余り。

松野豊委員長 枠ないよ。

小田桐委員。

小田桐仙委員 ４本と言っていませんでしたか。

松野豊委員長 言っていない。それは四日市市が４本出ていたというだけで、事実として、先行して

やっている四日市市が。

阿部委員。

阿部治正委員 ４本というのは少な過ぎるよね。

松野豊委員長 絞っていない。

小田桐委員。

小田桐仙委員 絞っていなかったですか。

松野豊委員長 絞っていない。

小田桐委員。

小田桐仙委員 ああ、そう。４本と決めていないのでしたか。

松野豊委員長 絞っていない。

阿部委員。

阿部治正委員 やはり特出しするということですよね。全部見ようと思えば別の形で見られるのだか

ら。特出しするのは。

松野豊委員長 制限はないから。ただ、一応調整はするけれども、今ここの中で。だけれども、これ

出したいというのはどんどん言ってもらって。だから、今のところ上がっているのは、議案第81号、

第83号、第84号、第96号、あと追加議案、まだここに書いていないけれども、ぐらい。

〔「陳情の話は」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 陳情・請願は後でやるのだけれども、とりあえず議案のほうから。

〔「それでいいんじゃない」と呼ぶ者あり〕
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松野豊委員長 あとは、でも第81号出して第82号は出さなくていいのかな。第81号出すのだったら第

82号も出しておいたほうがいい。

〔「多い、多い」「多いね」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 多いけれども、別に多くても。だって、市民の関心はそれぞれいろんな人がいるわけ

だから。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 これぐらいでどうですか、とりあえず議案。陳情・請願は後でやりますから。議案第

81号、第82号、第83号、第84号、第96号と追加議案。追加議案ちょっと上がってくるタイミング、

後で確認しなければいけないけれども。

〔「一般質問最終日」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 最終日に上がってくると追加議案難しいね。

〔「難しいのだ」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 物理的に難しい。

小田桐委員。

小田桐仙委員 今回やめておこう、やめておきましょう。３本はやめておこう。

松野豊委員長 そうすると、11月28日からいつまでコメント、受け付けの締め切りいつにするという

協議したのでしたか。

〔「３日目、お昼までだよな」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 一般質問の３日目でしたか。だから、追加議案、物理的に諦める。

〔「３日目の正午までです」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 小田桐委員。

小田桐仙委員 いやいや、僕４つという意味で出した。何個でもいいのだ。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 最初はトライアルということで全部載せるという手もあるのだけれども、市民がコメ

ントできる機会を全部つくるという意味では全部載せるというのもあるけれども、難し過ぎる部分

もあったりとかするから、今回はトライアルということもあってちょっと絞ってみる。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 これコメント余り来ないかな。

小田桐委員。

小田桐仙委員 コメント来るか来ないかを見越してではなく、こっちは出すのでしょう。

松野豊委員長 そうだね。

〔「いいと思います」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では、もう一回確認します。抜け漏れないよね。これ上げておかなくて大丈夫でした
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のかみたいなものはないよね。

伊藤委員。

伊藤實委員 抜けたら次の機会に。

松野豊委員長 小田桐委員。

小田桐仙委員 そうだよ、それしかないよ。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 それも先ほど、だから小田桐委員によるとパブリックコメントとったけれども、一件

も来ていないから。

小田桐委員。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 では、もう一回確認します。議案第81号、第82号、第83号、第84号、飛んで第96号。

とりあえず今回はトライアルということも加味して、トライアルというか試行的にやるということ

も加味して、12月定例会の分はこの５議案でいくということでよろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 異議なしと認めます。

では、議案はこの５つにします。

次に、陳情・請願です。陳情・請願もだから絞ることはないのだよね。陳情・請願こそ全部出し

てもいいのではないかという気がしなくもないのだけれども。

〔「請願は議員との絡みが」「あるから、陳情だけに

すれば」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 参考配付は要らないよ。

〔「参考配付は要らないんじゃない」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 参考配付は２本でしたか、これ。参考配付以外の陳情は全部載せるか。

〔「載せるか」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 斉藤委員。

斉藤真理委員 公平性を保つ意味では載せたほうがいいかもしれないですね。

松野豊委員長 そうですね。

〔「では、載せよう」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 載せましょうか。

斉藤委員。

斉藤真理委員 載せるか載せないか、どっちかですよ。

松野豊委員長 藤井委員。

藤井俊行委員 選ぶのは難しい。
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松野豊委員長 では、請願は議員の紹介もあるということで、いいのかな、そういう整理でいいのか

な。

小田桐委員。

小田桐仙委員 いや、本当は全部だよ。本当は全部載せるべきだと思うけれども、今まだ始まったば

かりだから、まず陳情だけ全部載せるか。

松野豊委員長 請願も載せてもいいのではない、別に。

小田桐委員。

小田桐仙委員 僕もいいと思うよ。

〔「では、載せたら。載せましょう」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 小田桐委員。

小田桐仙委員 誰が紹介したかなんて、そんな細かいことはいいけれども。

〔「載せましょう」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 参考配付以外は、請願・陳情は全部載せると。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 よろしいでしょうか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 伊藤委員。

伊藤實委員 請願者とかそういうものは。

松野豊委員長 松田委員。

松田浩三委員 それは黒塗り、黒潰し。それはこの間確認している。

松野豊委員長 あと、もう一個、それに関連して、この前の会議ではフェイスブックで出します。そ

の意見は、電話も入れたのでしたか。

〔「いや、ファクス」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 フェイスブックのコメント欄かメールかファクスということになっているのですね。

もう一個加えてというか、要するにフェイスブックだけで展開してしまうと、フェイスブックのア

カウントを持っていないとコメントできないでしょう。この前も議論になりましたけれども。しか

も、その議案のその説明もフェイスブックでしか見られないわけです。だから、四日市市みたいに

ホームページ上でも、フェイスブックのアカウントを持っていなくても見られるような格好で意見

募集していますぐらいの感じだけれども、この議案について意見を募集していて、メールとファク

ス、フェイスブックページでもコメントを募集していますというお知らせ的なものをホームページ

でも出したいと、出したほうがいいかなと思うのですけれども、そこ明確に決定していなかったの

で、それは皆さん、よろしいですか、そういう形。

〔「いいのではないですか」「事務局で対応が煩雑で
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なければ」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 大丈夫だそうです。

一応週明けの先ほど言った25日に、フェイスブックはこんな感じになりますというのと、ホーム

ページで出す出し方はこんな感じになりますというのは確認します。そこで確認します。

小田桐委員。

小田桐仙委員 文章の中身もこちらで考えて、この文章でやりますよと。

松野豊委員長 僕が週末にやって、この内容でいいという確認を25日にします。この発信の仕方でい

い、表現も含めて。

伊藤委員、どうぞ。

伊藤實委員 事前審査に当たらないように考えて整備しないとまずい。

松野豊委員長 僕らがコメントは返さないことになっているので、だから事前審査にはならないです。

あくまでも市民からの、要するに言い方を言えば、議案に対してパブリックコメントとるみたいな

感じなだけなので、コメントが入ってくるかわからないのですけれども、四日市市議会の場合でい

うと、９月定例会で４つの議案に絞ってホームページで出したら、15件コメントが来たというのが

四日市市の９月定例会の状況で、流山市がどれぐらい来るかわからないのだけれども、全部来たら、

それをエクセルか何かで一覧表にして各会派の代表に配りましょうということなので、フェイスブ

ックページ上とかで市民から入ったコメントに対して、僕ら議員がああだ、こうだとやってしまう

と事前審査みたいになってしまうけれども、それはやらないということになっているので。

藤井委員。

藤井俊行委員 僕らもフェイスブックやっていて、議会改革の第一歩がまた進みました。こういうコ

メントも掲載が可能ですよというのは書くのはどうですか。

松野豊委員長 ぜひやってください。コメントはいっぱいやはりもらったほうがいいと思うので。あ

とは、そんなところかな。

小田桐委員。

小田桐仙委員 あと、具体的な作業だよね、みんなで割り振りもして。

松野豊委員長 今回だから僕が全部やるということになったのです、前回。

小田桐委員。

小田桐仙委員 議案、ＰＤＦにするのも。書くのは委員長だよというのは考えたけれども、要するに

……。

松野豊委員長 リンク先も。

小田桐委員。

小田桐仙委員 そう。ＰＤＦにして、これがこの議案第何号はこれと。

松野豊委員長 それは今日終わってからというか、総務課に僕交渉しに行ってくるけれども、今議案
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はホームページ上ではこの議案が１個のＰＤＦになっている。議案ごとに分かれていない。

〔何事か呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 そうそう。議案ごとに分かれていなくても、ページにタグづけという方法があって、

タグづけができれば、例えばフェイスブック上で、議案第81号のものを出したときに、第81号にぽ

んと飛んでいくようになっていないのだよね。だから、それを調整するのは僕のほうから交渉しま

す。

阿部委員。

阿部治正委員 ＰＤＦに分割できるソフトある。ＰＤＦをさらに、あるのです。そのページをＰＤＦ

に横出しするのね。

松野豊委員長 小田桐委員。

小田桐仙委員 だから、議員でやるべきものはやって、事務局の労力少なくするようにしないといけ

ない。

松野豊委員長 そこは調整するようにします。

笠原委員。

笠原久恵委員 あと、確認なのですけれども、いいですか。今回この載せる決まったもの以外のもの

は、こちらで全部見られますみたいなものをつくると言っていましたよね。

松野豊委員長 松田委員。

松田浩三委員 それは市のホームページへリンク。

松野豊委員長 笠原委員。

笠原久恵委員 ほかのものはホームページへリンクですけれども、こちらで見られますという。

松野豊委員長 それはとにかくデモをつくりますので、そのときに。

〔「わかりました」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 あとは、よろしいでしょうか。

〔「はい」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 その他で何かありますか、全体通して。

小田桐委員。

小田桐仙委員 だから、委員長がやれる分はやっていただくのだけれども、議会広報広聴特別委員会

のこのメンバーもやるべきことはやって、それで続かないと意味がないわけだから、事務局が負担

になってしまっても仕方がないから、みんなで分け合って。

松野豊委員長 今回とりあえずやってみて、やってみるとこういう負担が出てきたとか、こういう作

業量が発生したというのが多分明確になってくると思うので、それは３月定例会に向けて、12月定

例会終わった年明けになると思いますけれども、委員会開いて、その振り返りもしながら３月定例

会どういう作業分担するかとかというのも、年明けに皆さんと、まず12月やってみてという感じで。
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小田桐委員おっしゃることもっともだと思うので、それ一回でもやってみないと、どんな作業量が

出るかわからないので。だから、今回は事務局になるべく負担かけないようにして、もし議員側で

新しい作業が発生したら、そこは臨機応変に僕がやったり副委員長に振ったり、あるいは思った以

外のことで作業が発生してきたら、それは委員さんに個別に御相談して、これやってもらえません

かとかというのは、一々また集まって決めるのと大変なので、そこは臨機応変に僕の委員長判断で

やらせていただくということでいいですか。もしかしたら、多分大丈夫だと思うけれども、委員さ

んにちょっとここだけ作業を手伝ってもらえませんかとかというのが発生するかもしれない。今回

はほぼないと思うけれども。

では、あと、これに限らず何かありますか、その他で、議会広報広聴特別委員会で。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 事務局は大丈夫。どうぞ。

浅水次長補佐。

浅水議会事務局次長補佐（兼庶務係長） １点だけ、先ほど意見募集の日程のもう一度確認なのです

けれども、いつまでにやるかという。28日から募集して、私の記憶ではたしか２日目だったと思う

のですけれども。

松野豊委員長 一般質問の。

浅水次長補佐。

浅水議会事務局次長補佐（兼庶務係長） 一般質問２日目の午前中で切らないと、出たものを３日目

中に、要は２日目の夜からになってしまうと思うのですけれども、作業を委員長がされて、３日目

のときに資料ができて皆さんに、具体的に言うと12月４日の日が３日目に当たるので、そのときに

これで一覧表いいですかというのが終わった直後に確認をとって最終日にお配りするという段取り

だったと思います。２日目、12月３日までに。

松野豊委員長 それもだからホームページでもフェイスブック上でもそれ広報しないといけない。

浅水次長補佐。

浅水議会事務局次長補佐（兼庶務係長） はい、ということで。議会運営委員会の委員長と議長には

３日までということで、正午までということで報告はしてございます。

〔「了解しました」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 あと、もう一点あった。関連して、それ25日の委員会のときに皆さんに確認して了承

を得ようと思っていますが、今回のこのトライアルは結構ニュース性があるのでプレスリリースを

したいなと思っているのです、記者クラブとかに。それも今何も全然ノーアイデアなので、リリー

ス文みたいなものをつくって、25日にこんな感じでリリースしたいのですけれどもというのを紙で

皆さんにお配りするので、その内容を見ていただいて御判断いただければと思うのですけれども、

そういうリリースもしたいと思っていますということです。
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〔「拝見します」と呼ぶ者あり〕

松野豊委員長 阿部委員。

阿部治正委員 せっかくやるのだからプレスリリースしたほうがいい。

松野豊委員長 四日市市は今回のマニフェスト大賞で優秀賞をそのものでとっているので、結構イン

パクトはあると思うのです、社会的には。

では、以上でございます。どうもありがとうございました。

閉会 午後 ４時０７分


